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は じ め に 

 

世界規模で猛威を振るっている新型コロナウイルス感染症も3年目を終えようとしています

が、これまで新たな変異株の出現により流行を繰り返し、未だ収束には至っていません。さら

に、国内外への人の往来が緩和された今、変異株の監視が、以前にも増して重要な課題となっ

ており、全国の衛生研究所では、変異株の早期探知の強化に向けた、ゲノム解析に取り組んで

います。 

また、5月に欧州で確認されたサル痘は、7月には国内でも報告され、流通の高速化、経

済発展による開発や都市化により、感染症の広がりもグローバル化が進む中では、いかな

る水際対策を取ろうとも完全に進入を防ぐことは難しいと改めて認識させられました。 

このような、公衆衛生上大きな脅威である新興感染症（近年になって新たに認識された

感染症）に加え、過去の病気と思われた結核や麻しん、デング熱等の再興感染症（再燃した

感染症）や、薬の不適切な処方や服用による薬剤耐性など、様々な感染症に適切に対応す

るためには、病原体の情報、流行疾患の動向や発生の規模等を、早期に且つ正確に把握す

る必要があり、感染症発生動向調査事業は、その際に、明確なエビデンスとして利用され

る大変重要なものです。 

感染症情報センターを設置している当センターの役割と責任は大きく、感染症対策の一

層の強化と充実を図るため、日本のみならず海外も含めた健康危機に関する情報の把握に

努めているところです。今後も、状況の変化に応じて迅速かつ的確な調査と情報提供を行

うため、疫学情報部門と検査部門との連携のもと、事前対応型の業務推進に努力してまい

ります。 

 

このたび、2021（令和 3）年における徳島県の感染症情報を整理し、年報を作成しました

ので、感染症対策の資料として御活用いただければ幸いです。 

なお、この事業の実施に当たりましては、県内各医師会、定点医療機関をはじめとする

関係者の御協力をいただいております。この場を借りて深謝いたします。 
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徳島県立保健製薬環境センター 

（徳島県感染症情報センター） 

所長 奈須 扶美代 
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